
（別記） 

 

令和６年度四日市市農業再生協議会水田収益力強化ビジョン 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題  

当地域は、米を主体に転作作物として小麦及び大豆、また、都市近郊という立地をいか

し、花き、野菜等の生産が行われている。しかし、近年、農業者の高齢化が進み、耕作放

棄地が増加しつつある。 

 

２ 高収益作物の導入や転作作物等の付加価値の向上等による収益力 
強化に向けた産地としての取組方針・目標 

 水田農業を安定的に継続していくため、水田を有効活用した野菜等の高収益作物の導入

促進を図る。高収益作物の導入・定着にあたっては、当協議会が令和２年度に策定した水

田農業高収益化推進計画に基づき、地域の実情にあった品目を計画的に推進する。 

 また、麦、大豆、野菜等の転作作物の生産性の向上に向け、農地集積をより一層進める

とともに、特に需要の高い小麦及び大豆については、排水対策及び土壌改良等の対策を徹

底させることによって、品質・収量の向上を図り、よりニーズに対応した生産に取り組

む。 

 

３ 畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標  

 本市の水田については、水稲・麦・大豆による２年３作を基本とする作付体系を推進し

ており、今後も水田をフル活用した農業経営の継続を目指す。 

なお、区画が小さな水田が多いため、今後、担い手農家への集積・集約を進めることが

困難になることが懸念されることから、各種補助事業を活用して大区画化を進める際に

は、その一部を畑地として整備し、野菜等の高収益作物の導入を推進する。 

また、各地域における転作実施調査時に確認された、耕作放棄地などの利用の低い水田

については、農業委員会や当該地域の農地利用最適化推進員等と連携して、その解消に努

める。 

 

４ 作物ごとの取組方針等  

（１）主食用米 

前年の需要動向や集荷業者の意向を勘案しつつ、地域農業再生協議会別生産量の目

安に沿った生産を推進する。 

 

（２）非主食用米 

 

  ア 飼料用米 

    わらを利用する耕畜連携を推進し、耕種農家の所得向上を図る。 

 

  イ 米粉用米 

    小麦の代替品として県内の実需者からも需要があることから、生産農地の集約化

による作業の効率化にも取り組み、生産拡大を図る。 

 



  ウ 新市場開拓用米 

    主食用米の国内需要が減少する中、産地交付金を活用して国内外の新たな米の市

場の確保に向けて取り組む。さらに、生産農地の集約化による作業の効率化にも取

り組む。 

 

  エ WCS用稲 

    県内の実需者と連携してＷＣＳ用稲の需要拡大を図る。産地交付金を活用して、

生産農地の集積化による効率化にも取り組む。 

    また、粗飼料作物などの生産ほ場では、有機物の持ち出しによる地力低下が懸念

されるため、耕畜連携を推進し、資源循環を進め堆肥施用による地力回復を図る。 

 

  オ 加工用米 

    生産農地の集積・拡大を図る。また、地元の実需者との契約を推進して、需要の

拡大を目指す。 

 

（３）麦、大豆、飼料作物 

    産地交付金を活用して、団地化及びブロックローテーションの推進により、作業の

効率化、低コスト化を図る。また、作付面積拡大に有効な手法である二毛作による水

田の高度利用を推進していく。 

 

ア 小麦 

     周囲溝と排水口をつなげる取組やプラウ深耕による排水対策、施肥量の管理等に

よる単収向上を目指す。 

 

イ 大豆 

     心土破砕やプラウ深耕による排水対策、畝立て播種等による単収向上を目指す。 

 

ウ 飼料作物 

    実需者からは安全安心な飼料作物の安定供給が求められているので、明渠の設置

による排水対策や土壌診断、除草剤の散布による収量向上を目指す。 

 

（４）地力増進作物 

高収益作物への転換に向けて、地力増進作物のすき込みによる地力向上を図る。 

 

（５）高収益作物 

    当地域の需要に応じた販売を目的とした生産に取り組めるよう、直売所等における

地産地消の推進を図る。また、農地の有効活用、農業生産力の向上及び消費者への安

定的な供給のためにも、水田での野菜（二毛作）の定着、生産拡大のための支援に取

り組む。 

また、四日市市の指定・特定野菜について、さらに生産拡大のための支援に取り

組む。 

 

５ 作物ごとの作付予定面積等 ～ ８ 産地交付金の活用方法の明細  

別紙のとおり 



別紙

５　作物ごとの作付予定面積等
（単位：ha）
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６　課題解決に向けた取組及び目標

前年度（実績） 目標値

（５年度）   45,362a （８年度）   48,138a

           240kg/10a            255kg/10a

（５年度）    1,012a （８年度）    1,074a

           240kg/10a            255kg/10a

（５年度）    1,032a （８年度）    1,095a

            77kg/10a             83kg/10a

（５年度）   25,151a （８年度）   26,690a

            77kg/10a             83kg/10a

※　必要に応じて、面積に加え、取組によって得られるコスト低減効果等についても目標設定してください。
※　目標期間は３年以内としてください。

整理
番号

対象作物 使途名 目標

1 麦（基幹作） 麦生産性向上加算
基幹作麦面積

単収

2 麦（二毛作）
麦生産性向上加算（二

毛作）
二毛作麦作付面積

単収

3 大豆（基幹作） 大豆生産性向上加算
基幹作大豆作付面積

単収

4 大豆（二毛作）
大豆生産性向上加算

（二毛作）
二毛作大豆作付面積

単収

5 飼料作物（二毛作）
飼料作物作付拡大助成

（二毛作）
二毛作飼料作物作付面

積
（５年度）    1,234a （８年度）    1,310a

6
資源循環に取り組む粗飼料

作物等
資源循環（耕畜連携）

資源循環（耕畜連携）
取組面積

（５年度）      529a （８年度）      562a

（８年度）    1,592a

花卉花木作付面積 （５年度）      149a （８年度）      158a

7
わら利用に取り組むわら専

用稲及び飼料用米
わら利用（耕畜連携）

わら利用（耕畜連携）
取組面積

（５年度）        0a （８年度）      567a

8
野菜・花卉・花木（基幹

作）
高収益作物助成

野菜作付面積 （５年度）    1,500a

（８年度）    2,403a

9 野菜（二毛作）
高収益作物助成（二毛

作）
二毛作野菜作付面積 （５年度）      540a （８年度）      573a

10 新規需要米（米粉用米）
新規需要米（米粉用

米）の集積支援
米粉用米作付面積（集

積）
（５年度）    2,265a

（８年度）      124a

11 新規需要米（ＷＣＳ用稲）
新規需要米（ＷＣＳ用

稲）の集積支援
ＷＣＳ用稲作付面積

（集積）
（５年度）      290a （８年度）      308a

12 加工用米・新市場開拓用米
加工用米・新市場開拓

用米の集積支援
加工用米・新市場開拓
用米作付面積（集積）

（５年度）        0a

（８年度）       43a

13 新市場開拓用米（基幹作）
新市場開拓用米の取組

助成
取組面積 （５年度）        0a （８年度）      104a

14 地力増進作物（基幹作）
地力増進作物の取組助

成
取組面積 （５年度）       40a



７　産地交付金の活用方法の概要

都道府県名：三重県

協議会名：四日市市農業再生協議会

1 麦生産性向上加算 1 2,000 麦 プラウ深耕、周囲溝と排水口をつなげる、窒素量13㎏/10aの施肥、麦踏

2 麦生産性向上加算（二毛作） 2 14,000 麦（二毛作） プラウ深耕、周囲溝と排水口をつなげる、窒素量13㎏/10aの施肥、麦踏

3 大豆生産性向上加算 1 2,000 大豆 心土破砕、プラウ深耕、畝立て播種または部分浅耕、狭畦無中耕播種

4 大豆生産性向上加算（二毛作） 2 14,000 大豆（二毛作） 心土破砕、プラウ深耕、畝立て播種または部分浅耕、狭畦無中耕播種

5 飼料作物作付拡大助成（二毛作） 2 13,000 飼料作物（二毛作） 小明渠または明渠の設置、土壌診断、除草剤の散布

6 資源循環（耕畜連携） 3 11,000 粗飼料作物 疎植（50株/坪以下）、病害虫防除、追肥

7 わら利用（耕畜連携） 3 11,000 わら専用稲及び飼料用米 疎植（50株/坪以下）、病害虫防除、追肥

8 高収益作物助成 1 10,000 野菜・花卉・花木 出荷・販売を行うこと

9 高収益作物助成（二毛作） 2 12,000 野菜（別紙のとおり） 出荷・販売を行うこと

10 新規需要米（米粉用米）の集積支援 1 2,000 新規需要米（米粉用米）
2ha以上の作付けで取り組むこと、1.2ha以上の作付けで取り組み病害虫
防除を実施すること

11 新規需要米（ＷＣＳ用稲）の集積支援 1 2,000 新規需要米（ＷＣＳ用稲）
2ha以上の作付けで取り組むこと、疎植（50株/坪以下）、病害虫防除、
追肥

12 加工用米・新市場開拓用米の集積支援 1 2,000
加工用米・新市場開拓用

米
2ha以上の作付けで取り組むこと、1.2ha以上の作付けで取り組み病害虫
防除を実施すること

13 新市場開拓用米の取組助成 1 20,000 新市場開拓用米 新規需要米の取組計画認定を受けること

14 地力増進作物の取組助成 1 20,000 地力増進作物
地力増進作物を作付けし、すきこみを行ったあと、高収益作物（野菜）を
作付けし、出荷・販売すること

対象作物
※３

取組要件等
※４

整
理
番
号

使途
※１

作
期
等
※２

単価
（円/10a）

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入して
ください。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※３　産地交付金の活用方法の明細（個票）の対象作物を記載して下さい。対象作物が複数ある場合には別紙を付すことも可能です。
※４　産地交付金の活用方法の明細（個票）の具体的要件のうち取組要件等を記載してください。取組要件が複数ある場合には、代表的な取組のみの記載でも構いません。



葉菜類 ハクサイ 果菜類 キュウリ 豆類 いんげん
キャベツ なす （未成熟） えんどう類
小松菜 トマト 枝豆
ほうれん草 南瓜 そら豆
ねぎ類 ピーマン 苗類 花苗
水菜 ししとう 花卉類 切り花
なばな とうもろこし 鉢花
ブロッコリー 唐辛子類 観葉植物
レタス オクラ
ニラ ゴーヤ
シソ 瓜類
春菊 根菜類 大根
モロヘイヤ かぶ
アスパラガス 人参
空芯菜 さつまいも
日の菜 じゃがいも

里いも
玉ねぎ
落花生
にんにく


